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　ひとつ目のキーワードは roots です。roots とは，自分が今ここにいる起源と解釈で
きます。すなわち，私の roots は，先祖，両親，家庭，同僚，友人，先生，先輩，後輩
など，関わって頂いた人はもとより，日本，福島，そして本学などの育った環境も重要


















(  ii  )
私は学生時代から本学で禄を食んで来ました。学生や大学院の時代には，恩師や先輩に
手厚く教育して頂いたからこそ，現在の私があると思っております。また，卒業後も本
学に教職員として残り，教育，研究，臨床に携わらせて頂けたからこそ，今があると思っ
ております。私は，まさに奥羽大学で禄を食んだ人間です。まずは，自分が何で禄を食
んできたかをしっかり自覚することができれば，それは容易に感謝に繋がるはずです。
感謝ができるなら，自分がそこで育ったことに誇りを持てるはずです。私は，現在まで，
立場上，幸いにも海外留学や海外派遣などの多くの外を見る機会に恵まれ，国内外をは
じめとする多くの大学や施設の内情に触れることができました。しかしながら，本学は
どの大学よりも優れた大学であると誇りに感じています。その誇りは，パワーに繋がり，
だから，自分はいつでもフルパワーで頑張れるのだと思います。その一方で，中には，
負のループに入っている方もお見かけ致します。すなわち，自分が何で禄を食んできた
のかを忘れ去り，感謝もできず，したがって自分の環境を誇りにも思えないため，いつ
も不平不満だらけで，自分の roots を悪く罵り，常にストレスの中にいます。そのよう
な中で，はたしてフルパワーが発揮できるでしょうか。甚だ疑問です。当然，そのよう
な人の絶対数が多くなれば，組織としてもマイナスに繋がるでしょう。
　今，本学の学生や教職員の皆様，また，同窓の皆様などにとって有益なことは，まず，
何が自分の roots であるのか，自分が何で禄を食んできたのかを振り返ってみることで
す。そして，それらの自分の roots に感謝と誇りを忘れずに精進すれば，きっと，そこ
から自然に元気やフルパワーが湧き上がるでしょう。それは，皆様自身に幸せや成功を
もたらすだけでなく，いずれ強大な力として集結し，本学はとてつもないプラス方向へ
と転じていくと信じております。
平成30年度　奥羽大学歯学部　父兄会長
（奥羽大学歯学部　歯科麻酔学分野　教授）
